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９
月
の
ご
み
の
処
理
量
は
一
人
一
日
あ

た
り
５
４
８
ｇ
（
可
燃
ご
み
４
３
５
・
１

ｇ
、
不
燃
ご
み
・
２
ｇ
、
資
源
ご
み
・

77

35

７
ｇ
）
で
し
た
。
全
体
で
は
、
前
年
同
月

と
比
べ
る
と
２
・
９
ｔ
（
４
・
２
％
）
の

減
量
と
な
り
ま
し
た
。排
出
量
の
中
で
は
、

可
燃
ご
み
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
可

燃
ご
み
の
減
量
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
若
桜
町
で
は
、い
ま
だ
多
く
の
古
紙

が
可
燃
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
紙
は
再
生
利
用
で

き
る
大
切
な
資
源
で

す
。
ご
家
庭
や
、
事

業
所
で
可
燃
ご
み
を

減
ら
す
た
め
に
は
、

ま
ず
、
古
紙
の
分
別

を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。ま

た
、
生
ご
み
を

増
や
さ
な
い
よ
う
、

食
品
の
買
い
す
ぎ

や
、
料
理
の
作
り
す

ぎ
を
減
ら
す
こ
と
、

生
ご
み
の
水
分
を
よ

く
切
る
こ
と
な
ど
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

ご
み
は
重
量
に
よ
り
経
費
が
決
ま
る
た

め
、
若
桜
町
が
ご
み
処
分
場
に
支
払
う
負

担
金
も
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
み
の
減

量
化
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

町
民
福
祉
課
緯
（

）
２
２
３
２

82

合計資源ごみ不燃ごみ可燃ごみ

68.94.48.456.1平成21年９月(t)

664.39.352.4平成22年９月(t)

4.2%2.3%-10.7%6.6%前年同月比(%)

54835.777.2435.1一人一日あたりの量(g) ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
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ご
み
の
減
量
化
ににににににににににににににににににににににににににににににににににに
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ご
協
力
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
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落折・吉川線 改正ダイヤ（平成22年12月22日改正）
摘 要ドリーミー若桜駅着吉川経由小船落折摘 要落折小船吉川経由若桜駅発ドリーミー便名

改正前 小船発⇒吉川経由
⇒若桜駅⇒ドリーミー行8:378:348:178:05―若桜駅発⇒小船止

直行(下りで吉川経由)―8:03―7:463

12月22日～３月20日までの冬期間の 米線の時刻表は下記のとおりとなります。

小船発⇒吉川経由
⇒若桜駅⇒ドリーミー行8:308:278:107:58―若桜駅発⇒小船止

直行(下りで吉川経由)―7:57―7:403改正後

※改正理由 第３便 若桜駅発７時46分を６分早め７時40分とします。（若桜駅発８時29分の若桜鉄道との接続のため。）

落折・吉川線の時刻表を12月22日から一部改正します

ֵ

（土･日）・・・土曜･日曜・祝日 休止
基本的に通常便（３月21日～12月21日）と変わりませんが、若桜駅～氷ノ山スキー場の間での運行となります。（ふれあいの里には
行きません。）
※改正理由 第２便 運行時間を８分早めます。（落折・吉川線第３便の改正に伴う。）

第３便 運行時間を５分遅らせます。（バス車両の入れ替えのため。）
第９便 若桜駅発20時00分は冬期間（12月22日～３月20日）は運行しません。

火
災
か
ら
大
切
な
生
命
と

財
産
を
ま
も
る
た
め
に
！

～
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
～

月
９
日
～

日
の
７
日
間
、

11

15

『「
消
し
た
か
な
」あ
な
た
を
守
る

合
言
葉
』
の
統
一
標
語
の
も
と
、

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

暖
房
器
具
や
た
き
火
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
所
で
火
気
を
使
う
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
火

災
予
防
の
知
識
を
持
ち
、実
践
し
、

火
災
発
生
の
防
止
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
間
中
の
予
防
運
動
・
訓
練

●
防
火
パ
レ
ー
ド

（
役
場
前
～
若
桜
駅
）

月
９
日（
火
）午
前

時
～

11

10

●
消
防
合
同
夜
間
演
習

（
新
町
・
農
人
町
地
内
）

月

日（
金
）午
後
７
時

分
～

11

12

30

住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
用用用用用用用用用用用用用用
火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災
警警警警警警警警警警警警警警
報報報報報報報報報報報報報報
器器器器器器器器器器器器器器

住
宅
用
火
災
警
報
器
ののののののののののののののの

設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置
はははははははははははははは
おおおおおおおおおおおおおお
済済済済済済済済済済済済済済
みみみみみみみみみみみみみみ
でででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかかかか

設
置
は
お
済
み
で
す
か
？？？？？？？？？？？？？？？

平
成

年
６
月
１
日
か
ら
全
て

23

の
住
宅
（
寝
室
と
階
段
）
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
設
置
が
義
務
と
な

り
ま
す
。

就
寝
中
万
が
一
火
災
が
発
生
し

た
場
合
、
こ
の
警
報
器
設
置
が
早

期
発
見
、
逃
げ
遅
れ
防
止
に
大
い

に
役
立
ち
ま
す
。
設
置
が
ま
だ
の

家
庭
は
、
必
ず
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

東
部
消
防
局
予
防
課
予
防
係

緯
０
８
５
７
（

）
２
４
６
０

23

八
頭
消
防
署

緯
０
８
５
８
（

）
１
２
１
１
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東
部
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.east.tottori.

tottori.jp

〈若桜町営バスからのお知らせ〉
米線 冬期便（12月22日～3月20日）の時刻表について

【冬期便】 米線（適用期間：12月22日～３月20日）

摘 要若桜駅着米氷ノ山
スキー場摘 要氷ノ山

スキー場米若桜駅発便 名

米発⇒若桜駅6:566:36―米へ回送―――（土・日）1
米発⇒若桜駅7:377:17―米へ回送―――2

9:309:109:078:588:558:353
11:3211:1211:0911:0311:0010:404
13:1512:5512:5212:4712:4412:245
16:0315:4315:4015:3515:3215:126
17:1116:5116:4816:4116:3816:187

若桜へ回送―――米止―18:5918:398
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概

要

一
般
会
計
で
は
国
の
経
済
対
策
を
受
け

て
様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
、前
年
度
に
比

べ
歳
入
で

・
８
％
増
加
、
歳
出
で

・
３

13

１１

％
増
加
し
ま
し
た
。歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し

引
い
た
額
は
１
億
６
、７
１
３
万
８
千
円
の

プ
ラ
ス
で
、そ
の
う
ち
次
年
度
へ
繰
り
越
す

財
源
２
、
０
４
９
万
７
千
円
を
差
し
引
く

と
、
実
質
収
支
は
１
億
４
、
６
６
４
万
１
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、財
政
構
造
の
弾
力
性（
ゆ
と
り
）を

あ
ら
わ
す
経
常
収
支
比
率
は
、前
年
度
よ
り

２
・
５
％
改
善
し

・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

87

自
主
財
源
で
は
町
税
が
法
人
税
の
減

収
で
２
・
７
％
減
少
、
財
産
収
入
が
若
桜

町
土
地
開
発
公
社
の
残
余
金
で
２
７
２
・

４
％
増
加
、
繰
越
金
が

・
０
％
減
少
、

53

全
体
で

・
１
％
減
少
し
ま
し
た
。
依
存

11

財
源
で
は
地
方
交
付
税
が
特
別
交
付
税

の
増
額
で
３
・
０
％
増
加
、
国
庫
支
出
金

が
地
域
活
性
化
関
連
の
臨
時
交
付
金
で

３
２
７
・
０
％
増
加
、
県
支
出
金
が
衆
議

院
議
員
選
挙
で

・
０
％
増
加
、
町
債
が

18

臨
時
財
政
対
策
債
の
増
額
で

・
０
％
増

13

加
、
全
体
で

・
１
％
増
加
し
ま
し
た
。

19

歳
入
の
特
徴

農
林
水
産
業
費
が
農
村
情
報
連
絡
施
設

改
修
や
作
業
道
新
設
改
良
、八
頭
中
央
森
林

組
合
出
資
金
な
ど
で

・
９
％
増
加
、
商
工

99

費
が
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
助
成
や

高
原
の
宿
氷
太
く
ん
改
修
、ス
キ
ー
場
圧
雪

車
購
入
助
成
な
ど
で

・
１
％
増
加
、
教
育

94

費
が
小
中
学
校
教
員
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
や

理
科
備
品
購
入
、若
桜
町
公
民
館
改
修
な
ど

で

・
５
％
増
加
、
公
債
費
が
返
済
額
の
減

20
少
で
９
・
７
％
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出
の
特
徴

用語 町債 町が借りたお金（借入金）

平成21年度 決 算 報 告

平平成22年11平成22年11月月５

平平成21年平成21年度度
一般会計一般会計のの

主な事業と決算主な事業と決算額額

土 木 費

町道維持 ２，９６０万円

町道新設改良（5路線）６，８１２万円

中之島公園管理 ３７１万円

町営住宅管理 １８８万円

岩屋堂神社橋高欄取替

消 防 費

消防 ９，７５３万円

災害対策 １，０９３万円

若桜町消防団第２分団消防車庫新築

教 育 費

小学校管理 ２，４６８万円

中学校管理 ２，０２７万円

幼稚園運営補助 ７４０万円

若桜町公民館改修 １，５１９万円

生涯学習情報館運営 ２，４２７万円

温水プール運営 １，６４６万円

若桜町公民館改修

衛 生 費

インフルエンザ予防 ９０６万円

高齢者肺炎予防 １４７万円

母子保健 １５５万円

健康増進事業 ７２１万円

ごみ処理 ８，３２０万円

し尿処理 １，０２９万円

農林水産業費

有害鳥獣対策 ６１１万円

農村情報連絡施設運営 ２，９１６万円

地籍調査 １，７１８万円

作業道新設改良（19路線）１億５４４万円

若桜材需要拡大推進補助１９１万円

林道整備（3路線） ５，９２２万円

八頭中央森林組合出資金 ２，３２２万円

林道屋堂羅線開設

商 工 費

プレミアム付商品券発行助成

５９９万円

観光対策 ２，１４８万円

スキー場圧雪車購入補助 ２，０００万円

高原の宿氷太くん改修等 １，４２４万円

スキー場圧雪車

総 務 費

定額給付金 ６５６万円

町有林管理 ７２３万円

町制施行百周年記念 １０１万円

過疎バス対策 ５，２７２万円

コミュニティ施設整備補助 ２７９万円

若桜鉄道対策 ６，１３６万円

町長議会議員選挙 ６３５万円

町営バスターミナル

民 生 費

老人福祉 ８，５０４万円

障がい者福祉 ７，３７２万円

保育所運営 ２，２５３万円

児童手当支給 １，６８０万円

ゆはら温泉運営 ７１６万円

地域福祉センター管理 １，８１７万円

地域福祉センター改修
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▲1,531万8千円2,265万1千円733万3千円収益的収入及び支出
索道事業

▲2,230万3千円4,230万3千円2,000万0千円資本的収入及び支出

平成21年度平成21年度 特特別会計の決算状別会計の決算状況況

平成21年平成21年度度決算決算 財政健全化法に基づく各指財政健全化法に基づく各指標標

資金不足比率健全化判断比率

赤字の公営企業はあり
ません

将来負担比率

49.6％

実質公債費比率

17.4％

連結実質赤字比率

21.38％の黒字

実質赤字比率

6.61％の黒字

各公営企業の経営状態
を見る指標。経営規模の
20%を超えると要注意。

将来に財政を圧迫する
借入金などの割合を見
る指標。350%を超える
と要注意。

全会計に占める借入金
の返済額の割合を見る
指標。25％を超えると要
注意。

全会計の赤字割合を見
る指標。20％を超える赤
字になると要注意。

主に一般会計の赤字割
合を見る指標。15％を超
える赤字になると要注
意。

下
水
道
は
、
美
し
い
自
然
環
境
を
守
り

人
々
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
お
く
る
た

め
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
施
設

で
す
。

下
水
道
の
供
用
開
始
後
、
３
年
以
内
に

公
共
マ
ス
へ
接
続
す
る
よ
う
法
律
や
条
例

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

下下
水
道

下
水
道
にに

接
続
し
ま
し
ょ

接
続
し
ま
し
ょ
うう

農業集落排水接続率

接続使用人数
（人）

接続率（％）接続戸数供用開始戸数処理区

20489.4%93104吉 川 地 区

37979.1%167211池田中央地区

緯
問い合わせ
町土整備課

（82）2236

下水道接続率について 平成22年９月末現在

公共下水道接続率

接続使用人数
（人）

接続率（％）接続戸数供用開始戸数処理区

2,00270.6%7621,080若桜処理区

17766.3%69104糸白見中央

5646.3%2554米処理区

14279.5%5873湯 原 中 央

注）供用開始戸数は公共マス設置数、接続戸数は契約数で把握。

【若桜処理区】 公共下水道公共施設（町管理） 供用開始 23

【 米処理区】 公共下水道公共施設（町管理） 供用開始 06

【湯原中央地区】 公共下水道公共施設（町管理） 供用開始 01

※その他公共的施設も含む。

注）供用開始戸数は公共マス設置数、接続戸数は契約数で把握。

【吉川地区】 農業集落排水公共施設（町管理） 供用開始 1

【池田中央地区】農業集落排水公共施設（町管理） 供用開始 3

※その他公共的施設も含む。

ト
イ
レ
、
台
所
、
浴
室
な
ど
か
ら
出
る

汚
水
を
下
水
道
に
接
続
す
る
排
水
設
備

を
、
す
み
や
か
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
へ
早
期
に
接
続
し
て
清
流
を
守

り
、地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
を
す
る
た
め

に
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町の財政はいずれの指標も良好で、健全に運営されています。特に実質公債費比率や将来負担比率は、借
入金残高が減少したため大きく改善しています。

差 引歳 出（支出）歳 入（収入）特 別 会 計 名

47万0千円5億1,219万4千円5億1,266万4千円国 民 健 康 保 険 事 業

11万0千円253万3千円264万3千円老 人 保 健 事 業

853万8千円4億9,971万9千円5億825万7千円介 護 保 険 事 業

39万6千円5,092万0千円5,131万6千円後 期 高 齢 者 医 療

28万4千円8,620万7千円8,649万1千円簡 易 水 道 事 業

0千円2億2,075万9千円2億2,075万9千円公 共 下 水 道 事 業

0千円9,999万9千円9,999万9千円農 業 集 落 排 水 事 業

0千円664万8千円664万8千円赤 松 団 地 造 成 事 業

0千円767万6千円767万6千円財 産 区 造 林 事 業

0千円121万5千円121万5千円住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業

0千円2,728万7千円2,728万7千円若 桜 鉄 道 運 営 助 成 事 業
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工事期間落札金額落札業者名箇所工 事 名

H22.9.2～H22.12.103,118,500谷川住建（株）若桜若桜町消防団第１・４分団消防ポンプ車庫改修工事

H22.8.19～H22.12.298,662,500扶桑電通（株）役場内若桜町全国瞬時警報システム工事（Ｊ－ＡＬＥＲＴ整備）

H22.7.24～ H22.11.3011,287,500八頭土木建築（有）若桜若桜地区簡易水道配水管布設替工事

H22.7.29～H23.2.2641,370,000中一建設（株）屋堂羅林道屋堂羅線開設工事

工事 （単位：円）

業務期間落札金額落札業者名箇所業 務 名

H22.7.30～H22.11.303,675,000ウエスコ（株）大野大野地区治山ダム流路工工事に伴う測量・設計委託業務

H22.7.15～ H23.2.286,300,000日進測量（株）
鳥取営業所大炊・岸野平成22年度若桜町地籍調査業務（801大炊及び岸野）

委託業務 （単位：円）

若桜町公共事業入札結果
若桜町が行った公共事業（平成22年７月１日から平成22年９月

30日までに入札したもので、１件300万円以上を対象）の入札結果
をお知らせします。
なお、落札金額は消費税込みの金額です。
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大
韓
民
国
江
原
道
平
昌
郡
と
の

職
員
相
互
派
遣
の
交
流
員
と
し
て

韓
国
に
来
て
か
ら
２
ヶ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。

韓
国
に
来
て
か
ら
は
、
キ
ム
チ

漬
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
を
体
験

し
た
り
、
チ
ュ
ソ
ク
（
お
盆
）
に

は
、
現
在
所
属
し
て
い
る
課
の
職

員
の
お
宅
に
招
待
さ
れ
、
チ
ュ
ソ

ク
に
食
べ
る
伝
統
料
理
供
ソ
ン

ピ
ョ
ン
僑
な
ど
の
料
理
を
ご
馳
走

に
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
理
解
で
き
る
韓
国
語
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
と
る
こ

と
は
で
き
ず
、
と
ま
ど
う
日
々
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
言
葉
は
通

じ
な
く
て
も
、
食
事
に
誘
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
な

ど
、
と
て
も
親
切
に
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

韓
国
に
滞
在
す
る
時
間
は
、
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
の
で
、
韓
国
語

や
文
化
を
勉
強
し
、
多
く
の
人
た

ち
と
交
流
を
も
ち
、
平
昌
郡
と
若

桜
町
と
の
関
係
を
よ
り
よ
い
も
の

に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

企
画
財
政
課

山
根

詳
生 異文化体験（キムチ漬け）職場の方たちと記念撮影
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（平成21年４月１日現在）

給料月額等区 分
651,200円(814,000円)町 長

給料
512,550円(603,000円)教育長

254,400円(318,000円)議 長

報酬 201,450円(237,000円)副議長

187,000円(220,000円)議 員

（21年度支給割合）
06月期 1.45月分
12月期 1.65月分
計 3.1月分

加算措置 有

町 長

教育長

期末
手当 （21年度支給割合）

06月期 1.45月分
12月期 1.65月分
計 3.1月分

加算措置 有

議 長

副議長

議 員

茨 職員の採用・退職の状況（平成21年度）
採用 ５名 退職 ２名

芋 部門別職員数の状況
（各年度４月１日現在）

対前年
増減数

職 員 数区分
部門 平成21年度平成20年度

011議 会

一般行政
部 門

01414総 務

143税 務

△11617民 生

165衛 生

066農林水産

022商 工

011土 木

15049小 計

198教 育特別行政
部 門 198小 計

022水 道

公営企業
会計部門

011索 道

022下 水 道

143そ の 他

198小 計

36865合 計

（注）部門名は、国が行う統計上の種別であり、町の組

織の課名ではありません。

職員の任免及び職員数に関する状況特別職の報酬等の状況

平
成

年
度
よ
り
、
人
事
行
政
の
公
平
性
・
透

17

明
性
確
保
を
目
的
と
し
て
、
前
年
度
の
人
事
行
政

の
運
営
状
況
を
一
般
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
条
例

に
基
づ
き
、
平
成

年
度
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

21

（注１）カッコ内の金額は、減額前の給料月額です。

（注２）厳しい財政状況を踏まえ、町長20％、教育長15％

給料を減額、議員報酬については、議長20％、副議

長、議員15％を減額しています。

（注３）副町長（旧助役）は、平成18年４月１日から置いて

いません。

職員の勤務時間その他勤務条件に関する事項
茨 分限処分者（平成21年度）

該当無し
芋 懲戒処分者（平成21年度）

該当無し

職員の分限及び懲戒処分に関する事項

茨 職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）

休憩時間終了時刻始業時刻
１週間の
勤務時間

12：00～13：0017：15８：3038時間45分

芋 年次有給休暇の取得状況（平成21年）
消化率
(b)/(a)

平均取得日数
(b)/(c)

全対象職員数
(c)

総取得日数
（b)

総付与日数
(a)

26.1%10.3日61人629.8日2,411日

（注１） 全対象職員数とは、平成21年１月１日から平成21年12月

31日までの全期間を在職した職員に限り、当該期間の中途

に採用された者及び退職した者並びに当該期間中に育児休

業、休職の事由がある職員ならびに派遣職員を除く。

（注２） 総付与日数とは、平成21年１月１日現在において各職員に

付与された日数（前年からの繰越分を含む）を全対象職員に

わたって合計したもの。

茨 職員の営利企業等従事許可の状況（平成21年度）

許可件数営利企業等の従事の内容

1

営利を目的とする私企業を目的とする会社、そ

の他の団体の役員、顧問、評議員及び当該会社、

団体の重要方針決定に参画する上級職員の地位

を兼ねる場合

3自ら営利を目的とする私企業を営む場合

－報酬を得て事業もしくは事務に従事する場合

職員の服務に関する事項

茨 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成21年４月１日現在）
平均年齢平均給料月額区 分

42.8歳314,339円一般行政職

50.4歳346,446円技能労務職

職 員 の 給 与 の 状 況

（注）厳しい財政状況を踏まえ、平成17年４月１日より給料を５％減額しています。

芋 職員の初任給の状況 （平成21年４月１日現在）

初任給区 分

163,590円大学卒一 般
行政職 133,095円高校卒

平成22年11平成22年11月月９

主 な 職 員 手 当 の 状 況

（注）その他「特殊勤務手当」、「管理職特別勤務手当」がありますが、支給実績がありません。

茨 健康診断の状況（平成21年度）
受診者数（延人数）健康診断の種類

43人定期健康診断

46人人間ドック

芋 公務災害補償認定状況（平成21年度）
該当無し

鰯 勤務条件に関する措置の要求状況（平成21年度）
該当無し

允 不利益処分に関する不服申立の状況（平成21年度）
該当無し

職員の福祉及び利益の保護の状況

参加者数等研修回数研修区分

全職員1全職員対象

人権問題研修 全職員1課内研修

保育所職員5保育所職員研修

86
階層別研修（新規採用・中堅職員・
新任課長・臨時職員）

795専門的研修講座

411専門的研修会等

5611派遣研修等

茨 職員の研修の状況（平成21年度）

職員の研修及び勤務成績の評定に関する事項

支 給 実 績内 容区分

平成21年４月の支給実績扶養親族のある職員に支給されます。

扶
養
手
当

平成21年４月の支給実績通勤のため交通機関又は自動車等を使用して通勤している職員（通勤距離
が２km以上）に支給されます。
○交通機関等利用者
定期券等の価格により１月当たり55,000円まで全額支給

○自動車等交通用具使用者
距離に応じて月2,000円～6,500円の範囲で支給されます。

通

勤

手

当

平成21年４月の支給実績自ら居住する住宅を借り受け、月額12,000円を超える家賃を支払っている
職員又は世帯主として、新築、購入された住宅であって、新築又は購入の
日から起算して５年を経過していないものに居住している職員に支給され
ます。

住
居
手
当

平成21年４月の支給実績管理又は監督の地位にある職員に支給されます。管
理
職
手
当

平成21年４月の支給実績正規の勤務時間外に勤務することを命ぜられた職員に支給されます。時
間
外
勤
務
手
当

平成21年６月期の支給実績平成21年度の支給割合

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

期
末
・
勤
勉
手
当

平成21年度の支給実績退職時の給料月額に勤続年数に応じた支給率を乗じて支給されます。

○その他加算措置 定年前早期退職特例措置（２％～20％加算）

退

職

手

当

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

20,589円45人927千円

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

15,754円36人567千円

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

12,400円5人62千円

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

31,516円44人1,387千円

参事・保育所長等課長等統括監区 分
６％７％８％支給割合

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

669,845円68人45,549千円

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

26,476円14人371千円

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

169,554円2人339,104円

勤勉手当期末手当区 分
0.7月分1.25月分06月期
0.7月分1.5月分12月期
1.4月分2.75月分計

月 額区 分

13,000円配偶者

6,500円配偶者以外の扶養親族

11,000円但し、配偶者がない場合はそのうち１人

5,000円
満15歳に達する日後の最初の４月１日から
満22歳に達する日以後の３月31日までの間１人につき加算額

勧奨・定年自己都合支給率

30.55月分23.5月分勤続20年

41.34月分33.5月分勤続25年

59.28月分47.5月分勤続35年

59.28月分59.28月分最高限度額

（※参加者数などは延べ人数）
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予
算
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総
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入
歳
出

予
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７
３
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万
３
千
円
と
い
た
し
ま
し
た
。

歳

入

○

町
税

所
得
課
税
基
準
が
確
定
に
よ

り
、
個
人
住
民
税
を
１
、
１
６
６

万
円
減
額
し
ま
し
た
。

○

地
方
特
例
交
付
金

地
方
特
例
交
付
金
を
３
７
２

万
円
追
加
し
ま
し
た
。

○

地
方
交
付
税

普
通
交
付
税
を
９
、
３
８
０
万

円
追
加
し
ま
し
た
。

○

分
担
金
及
び
負
担
金

７
月

日
の
大
雨
に
よ
る
農
地

14

災
害
復
旧
事
業
負
担
金
を
、
６
万

円
追
加
し
ま
し
た
。

○

県
支
出
金

有
害
鳥
獣
駆
除
費
補
助
金
を

万
72

５
千
円
、
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

事
業
補
助
金
を

万
円
、
し
っ
か

40

り
守
る
農
業
基
盤
交
付
金
を
１
６

８
万
２
千
円
、
果
樹
緊
急
防
除
支

援
事
業
費
補
助
金
を
１
万
５
千

円
、
学
校
給
食
用
食
材
地
産
地
消

支
援
事
業
交
付
金
を

万
円
、
農

92

地
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
を

万
60

円
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特

例
基
金
事
業
交
付
金
を
３
０
７
万

１
千
円
追
加
し
、
林
道
整
備
事
業

補
助
金
を

万
６
千
円
、
子
ど
も

30

の
健
康
を
守
る
地
域
専
門
家
総
合

連
携
事
業
委
託
金
を
２
万
５
千
円

減
額
し
て
、
あ
わ
せ
て
７
０
８
万

２
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

○

財
産
収
入

町
が
所
有
す
る
財
産
を
民
間
事

業
者
に
賃
貸
す
る
土
地
貸
付
料

を
１
５
４
万
７
千
円
、
建
物
貸
付

料
を
３
２
０
万
円
追
加
し
ま
し

た
。

○

諸
収
入

農
業
者
年
金
の
業
務
委
託
手

数
料
を

万
１
千
円
追
加
し
ま

18

し
た
。

○

町
債

臨
時
財
政
特
例
債
を
６
、
７
０

７
万
８
千
円
減
額
し
、
過
疎
対
策

事
業
債
を
２
、
４
９
０
万
円
追
加

し
ま
し
た
。

歳

出

○

議
会
費

事
務
補
助
者
の
新
規
雇
用
に

１
０
９
万
９
千
円
追
加
し
ま
し

た
。

○

総
務
費

庁
舎
の
暖
房
用
ボ
イ
ラ
ー
修

繕
費
な
ど
１
０
１
万
８
千
円
、
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
負
担
金
を

７
万
円
、
韓
国
平
昌
郡
と
の
国
際

交
流
事
業
費
を
１
４
６
万
４
千

円
、
結
婚
推
進
事
業
を
９
万
円
、

若
桜
鉄
道
対
策
事
業
費
を

万
13

９
月

日
か
ら

日
ま
で
の

日
間
に
わ
た
り
９
月
議
会
定
例
会
が

14

27

14

開
催
さ
れ
、
平
成

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
及
び
平
成

年
度
一

21

22

般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
と
条
例
の
改
正
、
町
道
の
廃
止
は
、
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

平
成

年
度
各
会
計
決
算
・
平
成

年
度

21

22

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

第
６
回
議
会
定
例
会

３
千
円
、
バ
ス
運
行
事
業
費
を
１

８
７
万
７
千
円
、
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
事
業
費
を
７
万
５
千
円
、
税

務
総
務
費
３
万
９
千
円
、
戸
籍
住

民
基
本
台
帳
費
４
万
９
千
円
を
追

加
し
、参
議
院
議
員
選
挙
費
で
は
、

事
業
費
の
確
定
に
伴
い
節
間
の
調

整
を
行
い
ま
し
た
。
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
費
で
は
、

万
６
千

43

円
減
額
し
、
あ
わ
せ
て
総
額
４
３

７
万
９
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

○

民
生
費

障
が
い
者
福
祉
費
を

万
４
千

11

円
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
費

を
７
万
１
千
円
追
加
し
ま
し
た
。

○

衛
生
費

環
境
衛
生
事
業
費
を

万
６
千

15

円
、母
子
検
診
事
業
費
を
２
千
円
、

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業

費
を

万
４
千
円
、
保
健
セ
ン

12

タ
ー
管
理
費
を
３
万
４
千
円
追
加

し
ま
し
た
。

○

農
林
水
産
業
費

農
業
振
興
費
を

万
５
千
円
、

11

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
を
40

万
円
、
有
害
駆
除
対
策
費
を
１
５

５
万
円
、
農
村
整
備
事
業
を
３
３

議案説明をする町長

平平成22年11平成22年11月月１１

６
万
５
千
円
、
若
桜
材
需
要
拡
大

推
進
事
業
を
５
５
０
万
円
、
林
道

屋
堂
羅
線
開
設
事
業
費
３
３
２
万

４
千
円
、
林
道
維
持
費
を
２
７
２

万
１
千
円
追
加
し
ま
し
た
。

○

土
木
費

町
道
三
倉
線
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設

置
工
事
を
２
２
１
万
５
千
円
、
町

営
住
宅
管
理
事
業
を
２
１
６
万
円

追
加
し
ま
し
た
。

○

消
防
費

非
常
備
消
防
費
を
３
万
７
千

円
、
消
火
栓
新
設
工
事
の
た
め
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
繰
出
金

を
１
９
１
万
２
千
円
追
加
し
ま
し

た
。

○

教
育
費

小
中
一
貫
校
の
開
校
に
向
け
た

準
備
経
費
と
し
て
事
務
局
費
を
99

万
７
千
円
、
若
桜
小
学
校
管
理
費

を

万
４
千
円
、
小
学
校
教
育
振

34
興
費
を

万
７
千
円
、
小
中
一
貫

14

校
増
築
整
備
事
業
を
２
、
１
０
０

万
円
、
中
学
校
管
理
費
を

万
３

39

千
円
、
中
学
校
教
育
振
興
費
を
９

万
２
千
円
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

大
会
参
加
経
費
な
ど
１
３
９
万
１

千
円
、
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
費
を

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
、

92５
２
８
万
４
千
円
増
額
し
ま
し

た
。

○

災
害
復
旧
費

７
月

日
の
豪
雨
に
よ
る

米

１４

地
区
の
農
地
災
害
復
旧
事
業
を
１

２
０
万
円
追
加
し
ま
し
た
。

○

予
備
費

歳
入
歳
出
の
総
額
を
調
整
し

て
、
１
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
４
４
４
万
６
千
円
を

追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
、

８
、
７
５
３
万
４
千
円
と
し
ま
し

た
。

歳

入
消
火
栓
の
新
設
・
改
良
整
備
費

に
１
９
１
万
２
千
円
を
一
般
会
計

か
ら
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
２
５

３
万
４
千
円
繰
り
入
れ
て
追
加
し

ま
し
た
。

歳

出
渕
見
地
区
の
消
火
栓
新
設
と
２

カ
所
の
消
火
栓
の
取
替
経
費
と
し

て
１
９
１
万
２
千
円
、
簡
易
水
道

施
設
の
滅
菌
装
置
の
修
繕
及
び
漏

水
修
理
費
を
２
５
３
万
４
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

条
例
関
係

○

若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

良
好
な
公
民
館
施
設
の
維
持
管

理
を
行
い
な
が
ら
、
充
実
し
た
社

会
教
育
事
業
等
を
推
進
す
る
た

め
、
公
民
館
に
副
館
長
の
職
を
置

き
、
若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

○

町
道
の
路
線
廃
止

町
道
屋
堂
羅
1
号
線
の
宮
ノ
前

橋
の
所
を
、
新
道
が
建
設
後
も
、

旧
道
が
路
線
と
し
て
重
複
し
て
い

る
た
め
旧
道
の
路
線
を
廃
止
し
ま

し
た
。

国
道

号
周
辺
地
域
広
域
観
光

29

振
興
支
援
事
業
助
成
金
の
募
集
！

軽

鶏

頚

芸

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

国
道

号
周
辺
兵
庫
・
鳥
取
地
域
振
興
協
議

29

会
で
は
、
国
道

号
沿
線
（
若
桜
町
、
八
頭
町
、

29

及
び
兵
庫
県
宍
粟
市
。）
の
観
光
振
興
に
繋
が
る

複
数
市
町
村
の
団
体
な
ど
が
連
携
し
た
活
動
に

対
し
、
そ
の
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動
＝
平
成

年
７
月
か
ら
平
成

22

年
３
月
の
期
間
に
実
施
す
る
、国
道

号
周
辺

23

29

地
域
の
観
光
振
興
に
繋
が
る
複
数
市
町
の
団
体

な
ど
が
連
携
し
た
広
域
的
な
取
り
組
み

応
募
資
格
＝
提
案
す
る
企
画
が
実
施
で
き
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
・
個
人

助
成
額
＝
１
件
に
つ
き
５
万
円

助
成
対
象
経
費
＝
会
場
設
営
費
、警
備
費
、印
刷
、

通
信
運
搬
費
、
イ
ベ
ン
ト
に
伴
う
出
演
料
な
ど

応
募
期
限
＝
平
成

年
２
月
１
日（
火
）

23

※
助
成
金
の
採
択
に
つ
い
て
は
、当
協
議
会
で
審

査
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
せ

産
業
観
光
課

緯
（

）
２
２
３
８

82

国
道

号
周
辺
兵
庫
・
鳥
取
地
域
振
興
協
議
会
事

29

務
局

（
八
頭
総
合
事
務
所
県
民
局
内
）

緯
０
８
５
８
（

）
３
８
８
０

72

http：
//w
w
w
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～
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保
険
契
約
や

損
害
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の

取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
～

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給

す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税

対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判

所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
年
金
に
係
る
税
務
上
の
取
扱
い
を
改

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成

年
分
か
ら
平

17

成

年
分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税

21
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所
得

税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
必
要
な
手

続
き
（
更
正
の
請
求
又
は
確
定
申
告
な
ど
）

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な
る
方
や

所
得
税
の
還
付
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【w

w
w
.nta
.g
o.jp

】
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
鳥
取
税
務
署
緯
０
８
５

７
（

）
２
１
４
１
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

22

さ
い
。

※

平
成

年
分
に
つ
い
て
、
早
い
方
は
平
成

年

17

22

月
末
が
還
付
で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、

12お
早
目
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権
が
相
続
税
や
贈

与
税
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合
は
、実
際
に
相
続
税

や
贈
与
税
の

納
税
額
が
生

じ
な
か
っ
た
方

も
対
象
と
な

り
ま
す
。

平
成

年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方
や
法
定
調
書
の
提
出
方
法

22

な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会
の
ご
案
内

対象者開催場所開催時間開催日

八頭町・若桜町の方
郡家公民館

八頭郡八頭町宮谷80
午後1時30分～3時00分11月16日（火）

智頭町の方
智頭町総合センター

八頭郡智頭町智頭2076-2
午後1時30分～3時00分11月17日（水）

鳥取市・岩美町の方
国府町中央公民館

鳥取市国府町庁380

午前10時00分～11時30分

11月18日（木）

午後1時30分～3時00分

午前10時00分～11時30分

11月19日（金）

午後1時30分～3時00分

（注1）法人及び個人事業者の源泉徴収義務者を対象に開催します。

（注2）年末調整用紙を送付していますので、説明会への出席はどの会場でも構いません。
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【身近な相談窓口】

町民福祉課

緯（82）２２３３・２２３２
鳥取県東部消費生活相談室

緯０８５７（26）７６０５・７６０４
〔いずれも平日：８：30～17：00〕

【11月の法律相談】

●と き＝11月16日（火）13：30～16：00
＊要予約

●ところ＝地域福祉センター
緯（82）０２５４

一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人
でででででででででででででで
悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩
まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず

一
人
で
悩
ま
ず
、、、、、、、、、、、、、、、

まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
をををををををををををををを

ま
ず
相
談
を
！！！！！！！！！！！！！！！

～～～～～～～～～～～～～～
身身身身身身身身身身身身身身
近近近近近近近近近近近近近近
なななななななななななななな
悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪
徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
商商商商商商商商商商商商商商
法法法法法法法法法法法法法法

～
身
近
な
悪
徳
商
法
～～～～～～～～～～～～～～～

探
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
み
つ

か
ら
ず
困
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
早
速

ふ
と
ん
を
購
入
し
て
モ
ニ
タ
ー
に
な

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ふ
と
ん
の
購
入

費
用
は
、
指
定
さ
れ
た
信
販
会
社
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
月
々
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
代
金
よ
り

も
モ
ニ
タ
ー
料
が
上
回
る
の
で
、
心
配

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
契
約
し
た
後

毎
月
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
、
月
額
５

万
円
を
受
け
取
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
ふ
と
ん
の
販
売
業
者
が
モ
ニ

タ
ー
料
の
支
払
い
を
滞
ら
せ
る
よ
う

あ
る
日
、
ふ
と
ん
の
販
売
業
者
か
ら

「

万
円
の
ふ
と
ん
を
買
っ
て
ア
ン

50
ケ
ー
ト
に
答
え
る
だ
け
で
モ
ニ
タ
ー

料
月
額
５
万
円
を
２
年
間
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
２
年
間
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
れ
ば
ふ
と
ん
の
購
入
価
格
を

は
る
か
に
上
回
る
か
ら
い
い
ア
ル
バ

イ
ト
に
な
る
で
し
ょ
。」
と
勧
誘
を
受

け
ま
し
た
。
私
は
、
不
景
気
で
夫
の
給

料
が
減
っ
た
た
め
ア
ル
バ
イ
ト
先
を

遣
い
稼
ぎ
に
も
な
る
。」
な
ど
と
言
葉
巧

み
に
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
組
ま
せ
た
後
で
、し
ば
ら
く
す

る
と
モ
ニ
タ
ー
料
金
の
支
払
い
が
な
く
な

り
、
結
局
高
額
な
未
払
い
代
金
だ
け
が

残
っ
て
し
ま
う
と
い
う
悪
徳
商
法
で
す
。

今
回
の
事
例
は
、「
業
務
提
供
誘
引
販

売
取
引
」
に
該
当
す
る
た
め
、
ま
ず
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る
契
約
解
除
を

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
告
知
な
ど
の
法
定
記
載
事
項
を

記
載
し
た
書
面
を
受
領
し
た
日
か
ら
起

算
し
て

日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に

20

よ
る
契
約
解
除
が
可
能
で
す
。

次
に
、
販
売
業
者
は
、
モ
ニ
タ
ー
料
を

２
年
に
わ
た
っ
て
支
払
う
こ
と
が
で
き

な
い
危
険
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

２
年
に
わ
た
っ
て
支
払
う
な
ど
と
真
実

で
な
い
こ
と
を
告
げ
て
購
入
を
勧
め
て

お
り
、「
不
実
告
知
」（
特
定
商
取
引
法
９

条
の
２
）に
あ
た
る
と
し
て
契
約
を
取
り

消
す
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
顧
客
が
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い

る
事
実
は
、
モ
ニ
タ
ー
料
を
継
続
し
て
支

払
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

消
費
者
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要

事
項
で
す
の
で
、販
売
業
者
が
故
意
に
こ

の
事
実
を
告
げ
ず
に
勧
誘
し
た
場
合
、

「
故
意
の
事
実
不
告
知
」（
特
定
商
取
引

法
９
条
の
２
）に
あ
た
り
、や
は
り
契
約

を
取
り
消
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
れ

ら
の
方
法
に
よ
り
販
売
業
者
か
ら
支

払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能

で
す
。

他
方
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
の
請

求
に
対
し
て
は
、
上
記
主
張
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
に
対
し
て
も
主
張
し
て
支
払
い

を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
割
賦

販
売
法

条
の
４
）。

30

な
お
、
割
賦
販
売
法
の
改
正
に
よ
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
を
交
付
し
あ

ら
か
じ
め
限
度
額
を
設
定
し
て
立
替
払

を
行
う
（
包
括
式
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
の
で
な

く
契
約
毎
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
結
ぶ

個
別
式
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
場
合
に
は
、
販
売

契
約
の
み
な
ら
ず
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に

も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
適
用
す
る
な
ど

し
て
既
に
支
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す

こ
と
が
可
能
で
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
手

続
き
な
ど
詳
細
は
役
場
窓
口
に
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

に
な
り
、
モ
ニ
タ
ー
料
を
受
け
取
れ
な

い
ま
ま
ク
レ
ジ
ッ
ト
代
金
の
支
払
い

を
請
求
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
契
約

し
た
後
で
耳
に
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
や

は
り
こ
の
販
売
業
者
に
つ
い
て
、
ふ
と

ん
を
購
入
す
る
際
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
顧
客
が
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は

勧
誘
時
に
ま
っ
た
く
説
明
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
せ
ん
。
契
約
を
解
約
し
て

支
払
っ
た
お
金
を
返
し
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士：

上
田
雅
稔
氏

今
回
の
事
例
は
、
い
わ
ゆ
る
モ
ニ
タ
ー

商
法
と
い
い
ま
す
。「
モ
ニ
タ
ー
に
な
れ
ば

モ
ニ
タ
ー
料
が
入
る
の
で
、
結
果
的
に
無

料
で
商
品
を
入
手
で
き
る
ば
か
り
か
小

相
談
事
例

ア
ド
バ
イ
ス
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豆力士大奮闘
第22回日本一大幟相撲大会

農
家
の
後
継
者
不
足
や
農
業
者
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
遊
休
農
地
が
年
々
増
加
し
、
大
き
な

問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

農
地
を
耕
作
し
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
病
害

虫
な
ど
の
発
生
原
因
や
有
害
鳥
獣
な
ど
の
隠
れ

家
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、不
法
投
棄
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ず
、

近
隣
農
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

自
ら
耕
作
が
出
来
な
い
場
合
は
他
の
農
業
者

へ
貸
す
な
ど
し
て
遊
休
農
地
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
相
手
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
で
も
、

農
地
の
所
有
者
と
し
て
年
に
一
度
は
耕
起
し
た

り
、
草
刈
り
や
病
害
虫
の
駆
除
を
す
る
な
ど
の

管
理
を
行
い
、
周
辺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

緯緯緯
問い合わせ

農業委員会事務局
（82）2239

遊遊
休
農
地

遊
休
農
地
をを

未
然
に
防
ご
う

未
然
に
防
ご
う
！！

職
員
人
事
異

職
員
人
事
異
動動

月
1
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

10

〔

〕
内
は
前
任
職
で
す
。

第

回
日
本
一
大
幟
相
撲
大
会
が

月

22

10

日
、屋
堂
羅
の
相
撲
館
土
俵
場
で
開
催
さ

17れ
ま
し
た
。

八
頭
郡
や
鳥
取
市
内
の
小
学
生
が

人
50

出
場
し
、個
人
戦
と
団
体
戦
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、大
勢
の
見

物
客
が
土
俵
を
取
り
囲
む
中
、出
場
し
た
豆

力
士
は
寄
り
切
り
や
上
手
投
げ
な
ど
大
人

顔
ま
け
の
取
り
組
み
を
し
会
場
を
大
い
に

沸
か
せ
る
な
ど
、一
番
ご
と
に
一
喜
一
憂
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、鳥
取
城
北
高
等
学
校

相
撲
部
員
の
模
範
相
撲
も
行
わ
れ
、迫
力
あ

る
取
り
組
み
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。最
後
に
み
ん
な
で
地
元
の
皆
さ

ん
が
作
っ
た
、お
に
ぎ
り
と
ち
ゃ
ん
こ
を
食

べ
ま
し
た
。個
人
戦
高
学
年
の
部
で
優
勝
し

た
若
桜
小
学
校
6
年
の
大
石
風
真
さ
ん
は

「
団
体
戦
で
は
準
優
勝
だ
っ
た
け
ど
、個
人

戦
で
優
勝
で
き
た
の
で
う
れ
し
い
で
す
」と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

立ちあいに気合いが入る豆力士

◇
町
民
福
祉
課

主

事

三
島

達
矢

〔
教
育
委
員
会
事
務
局
主
事
〕

◇
教
育
委
員
会
事
務
局

主

任

岡
本

寛
将

〔
出
納
室
主
任
〕

◇
若
桜
町
公
民
館

副
館
長

小
林
て
る
み

〔
公
民
館
主
幹
〕

月

日
に
農
業
委
員
会
を

10

14

開
催
し
ま
し
た

審
議
事
項

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
１
件

珊

珊

珊

珊

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊

珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊

T O
P
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多彩イベントを満喫しました！
因州若桜鬼っこまつり開催

若
桜
町
の
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

供
因
州
若
桜
鬼
っ
こ
ま
つ
り
僑
を

月

日
に
、
若
桜
駅
前
ひ
ろ
ば

10

1７

特
設
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
同

日
に
は
若
桜
線

周
年
記
念
イ
ベ

80

ン
ト
や
農
協
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
ニ
ン
グ
は
、
今
年
度

初
披
露
と
な
る
若
桜
小
学
校
和
太

鼓
ク
ラ
ブ
の
演
奏
で
始
ま
り
、
若

桜
保
育
所
園
児
の
か
わ
い
い
踊
り

な
ど
、
地
元
の
芸
能
が
次
々
と
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
多
く
の
人
た
ち
が

訪
れ
地
元
の
特
産
品
が
な
ら
ぶ
バ

ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
足
を
運
ん
だ

り
、
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー
ズ
シ
ョ
ー

な
ど
子
ど
も
か
ら
家
族
づ
れ
、
そ

し
て
、
お
年
寄
り
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
思
い
思
い
の
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

若桜保育所踊り

▲
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験

▲鬼っこ連

バルーンピエロ

バザーコーナー

わかさ氷ノ山樹氷太鼓 富くじ

鈴の音会
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第

回
若
桜
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

月

日
に

28

10

16

ふ
れ
あ
い
広
場
・
屋
内
運
動
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

団
体
戦

優

勝

赤
松
・
農
人
町
連
合

第
２
位

新
町

第
３
位

西
町
・
湯
原
・
下
町
連
合

第28回若桜町
ゲートボール大会

百歳おめでとうございます
百歳お祝い金贈呈

敬
老
の
日
を
祝
っ
て
９
月

日
、

20

今
年
度
中
に
百
歳
を
迎
え
る
山
根
ぬ

い
さ
ん
（
岩
屋
堂
）
と
谷
川
松
惠
さ

ん
（
西
町
）
の
お
宅
を
町
長
が
訪
問

し
、国
か
ら
の
お
祝
い
状
と
記
念
品
、

町
か
ら
は
長
寿
祝
金
と
記
念
品
を
そ

れ
ぞ
れ
贈
呈
し
ま
し
た
。

自
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
お
二
人

国からのお祝い状を受けとる谷川さん

若
桜
町
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

月

日

10

20

に
中
之
島
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

団
体
戦
・
個
人
戦
あ
わ
せ
、
約
１
６
８
名
の
参
加
者
の

も
と
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

団
体
戦

優

勝

浅
井

２
３
７
打

第
２
位

西
町

２
５
２
打

第
３
位

新
町

２
５
３
打

個
人
戦
（
敬
称
略
）

優

勝

宮
本

信
行
（
西
町
）

打
29

第
２
位

山
野

秀
一
（
新
町
）

打
35

第
３
位

奥
井

昭
人
（
浅
井
）

打
35

第
４
位

杉
内
奈
美
江
（
須
澄
）

打
36

第
５
位

山
本
粂
重
郎
（
栃
原
）

打
37

第
６
位

寺
西

源
一
（
吉
川
）

打
38

第
７
位

福
田

次
郎
（
大
野
）

打
38

第
８
位

清
水

操
（
上
町
）

打
38

若桜町秋季グラウンドゴルフ大会

は
と
も
に
お
元
気
で
、
お
祝
い
の
言

葉
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
に
応
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

山
根
さ
ん
、
谷
川
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
。

国からのお祝い状を受けとる山根さん

平平成22年11平成22年11月月１７

若
桜
町
民
大
運
動
会
を
９
月

日
26

に
ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

ベ
ス
ト
リ
レ
ー
と
紅
白
玉
入
れ
の
新

種
目
を
加
え
た

種
目
で
、
日
ご
ろ
の

18

運
動
不
足
を
解
消
す
る
べ
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
に
参
加
す
る
多
く
の
町
民

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
、
初
め
て
実
施
し
た
ベ
ス
ト
リ

レ
ー
で
は
、
各
支
隊
か
ら
選
り
す
ぐ
り

の
健
脚
自
慢
が
顔
を
揃
え
、
１
人
が
１

周
す
る
過
酷
な
戦
い
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
応
援
す
る
側
も
興
奮
す
る
ほ
ど

の
熱
い
戦
い
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

総
合
優
勝
は
、
７
支
隊
（
上
町
）
が

２
位
の

支
隊
（
西
町
）
に

・
５
点

10

10

差
を
つ
け
、
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
43

名
が
準
備
係
や
賞
品
係
と
し
て
運
営

に
参
加
、
ま
た
、
中
学
３
年
生
の
皆
さ

若桜町民大運動会 総合優勝 ７支隊（上町）！！

若桜中学生によるトランポビクス

ん
に
よ
る
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
の
演
技

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
結
果

●
総
合
得
点

１
位

７
支
隊
（
上
町
）

３
２
３
・
０

２
位

支
隊
（
西
町
）

３
１
２
・
５

10

３
位

６
支
隊
（
山
田
町
）
２
０
５
・
５

４
位

５
支
隊
（
新
町
）

１
７
８
・
０

５
位

８
支
隊
（
中
町
）

１
７
５
・
０

６
位

１
支
隊
（
旧
池
田
小
学
校
区
）

１
７
２
・
０

●
ベ
ス
ト
リ
レ
ー

１
組

第
１
位

１
支
隊

第
２
位

７
支
隊

第
３
位

４
支
隊

ベストリレーの第１走者

２
組

第
１
位

３
支
隊

第
２
位

支
隊

10

第
３
位

支
隊

12

●
総
合
リ
レ
ー

第
１
位

支
隊

10

第
２
位

３
支
隊

第
３
位

７
支
隊

第
４
位

支
隊

11

第
５
位

１
支
隊

第
６
位

６
支
隊

第
７
位

５
支
隊

総
合
優
勝
を
飾
っ
た

上
町
公
民
館
長
の
コ
メ
ン
ト

上
町
（
７
支
隊
）
は
、
競
技
に
参
加

す
る
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
多
く
の
み

な
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
、選
手
の
選
考
も
多
く
の
皆
さ

ん
が
1
種
目
で
も
参
加
で
き
る
よ
う

に
と
考
え
て
い
ま
す
。

韓
国
か
ら
来
ら
れ
た
研
修
生
の
金
柱

列
さ
ん
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
ら
れ
た

外
国
語
指
導
助
手
の
マ
ケ
ィ
リ
ン
さ

ん
も
、上
町
の
住
民
と
し
て
参
加
し
て

も
ら
い
、大
い
に
盛
り
上
げ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

今
年
は
、幸
い
に
も
団
体
競
技
全
体

で
優
秀
な
成
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
総
合
優
勝
で
き
ま
し
た
が
、こ
れ
は

青
壮
年
を
始
め
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
や
熱
い
声
援
を
送
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
も
含
め
、上
町
全
員
で
勝

ち
取
っ
た
優
勝
だ
と
思
い
ま
す
。来
年

も
み
ん
な
で
優
勝
で
き
る
よ
う
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。
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韓
国
訪
問

上
原
研
也
さ
ん
と
歓
談

月
５
日
か
ら

月
８
日
ま

10

10

で
鳥
取
県
町
村
会
役
員
視
察
で

韓
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
八
頭
町
が
長
年
に
わ
た
り

国
際
交
流
し
て
い
る
江
原
道
の

カ
ン
ウ
ォ
ン
ド
ウ

横
城
郡
を
、
視
察
さ
せ
て
い
た

フ
ェ
ン
ソ
ン
グ
ン

だ
き
ま
し
た
が
、ソ
ウ
ル
で
は
、

日
本
自
治
体
国
際
化
協
会
を
訪

問
し
、
韓
国
の
概
要
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
私
た
ち
一
行
が

訪
問
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
大

韓
民
国
日
本
大
使
館
に
勤
務
の

上
原
研
也
さ
ん
（
下
町

出
身
）
に
来
て
い
た
だ

き
韓
国
の
経
済
事
情
を

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

上
原
研
也
さ
ん
は
、

外
務
省
の
一
等
書
記
官

で
あ
り
ま
し
て
、
日
本
大
使
館

で
は
経
済
専
門
官
と
し
て
活
躍

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
話
の
中

で
は
、
現
在
の
韓
国
の
政
権
は

比
較
的
落
ち
着
い
て
お
り
、
経

済
事
情
も
安
定
し
て
い
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
し
、
韓
国
の
政
治

は
決
断
が
早
く
、
日
本
と
は
少

し
違
う
と
い
う
事
も
あ
る
し
、

教
育
に
つ
い
て
は
国
民
が
す
ご

く
情
熱
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
ま
た
、
儒
教
の
国
で
あ
り

親
や
目
上
の
人
に
は
、
す
ご
く

礼
儀
正
し
い
と
言
う
話
し
も
あ

り
ま
し
た
。
若
桜
町
出
身
の
上

原
研
也
さ
ん
、
外
交
官
と
し
て

国
際
人
と
し
て
頑
張
っ
て
お
ら

れ
ま
す
姿
を
見
て
大
変
う
れ
し

く
思
い
そ
の
夜
は
、
若
桜
の
お

父
さ
ん
の
お
宅
（
上
原
康
嗣
さ

ん
）
に
電
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

横
城
郡
は
江
原
道
の
西
南
部

に
位
置
し
人
口
４
４
、
０
０
０

人
総
面
積
は
９
９
７
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
若
桜
町
の
面
積
の

５
倍
の
広
い
郡
で
あ
り
ま
す
。

特
に
畜
産
の
横
城
韓
牛
は
有
名

で
あ
り
ま
す
。
横
城
郡
守
の
高

錫
竜
さ
ん
に
、
歓
迎
を
受
け
そ

の
後
、
民
族
史
観
高
等
学
校
、

パ
ス
テ
ル
牛
乳
工
場
な
ど
視
察

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
桜
町
も
平
昌
郡
と
の
友
好

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
グ
ン

交
流
が
決
定
し
、

月
７
日
～

11

９
日
ま
で
平
昌
郡
の
郡
守
さ
ん

や
議
長
さ
ん
な
ど
７
名
が
若
桜

町
に
来
ら
れ
て
、
友
好
協
定
の

調
印
を
行
い
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
歓
迎
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

N
H
K
朝
の
番
組
で

若
桜
道
の
駅

（
桜
ん
坊
）
を
紹
介

９
月

日
、
N
H
K
の
朝
の

30

番
組
で
若
桜
道
の
駅（
桜
ん
坊
）

が
全
国
ネ
ッ
ト
で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

特
に
道
の
駅
（
桜
ん
坊
）
の

食
堂
で
、
吉
川
の
オ
ン
リ
ー

ブ
ー
の
豚
肉
を
使
用
し
た
「
豚

シ
ャ
ブ
」
や
「
じ
ゃ
こ
」
の
魚

料
理
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
放
映
と
い

う
こ
と
で
「
道
の
駅
」
や
「
高

原
の
宿
氷
太
く
ん
」
に
問
い
合

わ
せ
が
殺
到
し
ま
し
た
。

今
、
吉
川
の
オ
ン
リ
ー
ブ
ー

の
豚
肉
や
、
平
口
さ
ん
の
手
作

り
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
は
全
国
で

も
有
名
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

川
魚
の
「
じ
ゃ
こ
」
は
一
時
は

河
川
が
汚
れ
て
生
息
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
ま
し
た
が
、
下
水
道
の

整
備
に
よ
り
復
活
し
て
き
ま
し

た
。
元
来
「
じ
ゃ
こ
」
は
水
の

き
れ
い
な
所
に
棲
む
魚
で
あ

り
、
河
川
が
き
れ
い
な
っ
た
証

明
で
も
あ
り
ま
す
・
・
・
。

若
桜
の
河
川
は
、
皆
さ
ま
の

お
か
げ
で
確
実
に
き
れ
い
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。

全
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

殺
到
し
ま
し
た
の
で
、
氷
太
く

ん
で
は
新
た
に
「
豚
シ
ャ
ブ
」

や
「
じ
ゃ
こ
」
料
理
も
始
め
ま

し
た
。

大韓民国日本大使館で活躍され
ている下町出身の上原研也氏
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若
桜
郷
土
文
化
の
里
の
敷
地
内
に

あ
る
茅
葺
き
屋
根
の
建
物
が
三
百
田

か
や
ぶ

氏
住
宅
で
す
。
三
百
田
氏
は
吉
川
集

落
の
元
庄
屋
で
、
建
物
は
今
か
ら
３

０
０
年
以
上
前
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
４
年
か
ら
２
年
か
け
て
現

在
地
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

際
に
江
戸
時
代
の
姿
に
復
元
さ
れ
ま

し
た
。

建
物
の
外
観
は
幅
７
間
半
、
奥
行

４
間
、
屋
根
は
入
母
屋
造
り
の
茅
葺

い
り
も

や

き
で
、
全
体
的
に
重
厚
な
造
り
で
す
。

建
物
の
内
部
も
柱
に
ケ
ヤ
キ
、
桁
や
け
た

梁
に
マ
ツ
の
太
い
材
が
使
わ
れ
て
お

は
りり

、
庄
屋
の
家
に
ふ
さ
わ
し
い
造
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
部
屋
割
り
は
右

半
分
が
庭
（
土
間
）
で
、
右
下
隅
に

ウ
シ
ノ
マ
ヤ
（
牛
小
屋
）
が
あ
り
、

左
半
分
は
い
ろ
り
の
あ
る
座
敷
と
納

戸
、
畳
敷
の
奥
の
間
が
あ
り
ま
す
。

三
百
田
氏
住
宅
は
建
物
と
と
も
に

「
一
代
普
請
方
合
力
人
数
帳
」
と
い

う
古
文
書
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
文
書
は
住
宅
を
建
て
る
際
に
何
人

役
、
ど
れ
く
ら
い
の
材
料
を
要
し
た

か
な
ど
の
記
録
が
細
か
く
書
か
れ
て

い
ま
す
。
建
物
と
と
も
に
当
時
の
庄

屋
の
家
格
が
分
か
る
貴
重
な
資
料
と

い
え
ま
す
。

な
お
、
三
百
田
氏
住
宅
は
休
館
日

以
外
で
し
た
ら
、
入
館
無
料
で
ご
自

由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

（県指定保護文化財）

重厚な茅茸き屋根の建物

９
月

日
か
ら
２
泊
３
日
、
若
桜
町

30

公
民
館
に
て
小
学
生
通
学
合
宿
を
行

い
、
町
内
小
学
生

名
が
参
加
し
ま
し

18

た
。今

年
度
も
若
桜
町
学
力
向
上
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
「
学
び
の
生
活
習
慣

づ
く
り
合
宿
」
と
し
ま
し
た
。
学
校
か

ら
帰
る
と
す
ぐ
に
学
習
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
宿
題
を
し
て
、
そ
の

後
に
問
題
集
を
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
の
誘
惑
が
な
い
の
で
時
間
を
有

意
義
に
使
え
ま
し
た
。
学
習
は
、
大
学

生
の
学
習
支
援
員
の
も
と
で
、
取
り
組

み
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
、「
家
庭
で
の
学
習

時
間
や
読
書
の
時
間
が
短
い
こ
と
に
気

が
つ
い
た
。」「
家
庭
で
の
だ
ら
だ
ら
を
減

ら
し
た
い
。」「
手
伝
い
を
も
っ
と
し
た

い
。」と
いっ
た
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

き
っ
と
家
庭
で
も
、
生
活
リ
ズ
ム
を

確
立
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

若
桜
町

学
力
向
上
支
援
事
業

顕

原

鹸

厳

験験験

験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元集中して学習に取り組む参加者

同
じ
く
若
桜
町
学
力
向
上
支
援
事
業

と
し
て
「
若
桜
町
小
学
生
が
ん
ば
ろ
う

学
習
会
」を
今
年
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

月
よ
り

月
上
旬
ま
で
、
月
、
金
、

10

12

土
曜
日
に

若
桜
町
公

民
館
に
て

開
催
し
て

い
ま
す
。

ま
だ
参

加
希
望
を

受
け
付
け

ま
す
の
で
、

若
桜
町
教
育
委
員
会
事
務
局
緯
（

）
82

２
２
１
３
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 指導を受けながら

学習に取り組む小学生

小
学
生
が
ん
ば
ろ
う
学
習
会
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な
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月
の
予
定

11

プール各種教室予定
ベビースイミング
（第一・第三水曜日 14:30～15:30）
キッズスイミング
（第二・第四土曜日 14:15～15:15）
水中ウォーキング
（毎週土曜日 13:00～14:00）
リズムでシェイプアップ
（毎週日曜日 11:00～12:00）
からだにいいヨガ
（第二･第四金曜日 14:00～15:00）
みんなでウォーキング
（毎週月・木曜日 14:00～15:00）
教室によってはまだ入会できます。

肌寒い季節となってきました！
年中適温の温水プールは

外が寒くても中は、ぽっかぽかです。

健康維持のためにもご利用ください。

営業日変更のお知らせ！

11月２3日(火)は祝日ため営業(10:30～18:30)

11月２4日(水)が休館日となります。

ご迷惑をおかけ致しますがよろしく願います。

新 着 図 書 2010．9．30まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

島 泰三・孫の力笹本 稜平・特異家出人

エイミィ スチュワート・ミミズの話伊坂 幸太郎・バイバイ、ブラックバード

マイケル サンデル・これからの「正義」の話をしよう綿矢 りさ・勝手にふるえてろ

三宅 裕之・脳より体を磨きなさい西村 京太郎・一億二千万の殺意

山根 一眞・小惑星探査機はやぶさの大冒険真保 裕一・ブルー・ゴールド

田原 総一朗・緊急提言！デジタル教育は日本を滅ぼす今野 敏・叛撃

赤澤 晃・子どものアトピー性皮膚炎宮本 昌孝・家康、死す（上・下）

≪ ヤングアダルト ≫大門 剛明・確信犯

ステファニー メイヤー・トワイライト（１～13）宇江佐 真理・ほら吹き茂平

佳川 奈未・10代からの夢をかなえる感性の磨き方吉田 修一・空の冒険

オーエン コルファー・アルテミス・ファウル 失われし島海堂 尊・アリアドネの弾丸

≪ 児 童 書 ≫森村 誠一・天の白骨

ジャクリーンウィルソン・トレイシー・ビーカー物語（１～３）道尾 秀介・月と蟹

乙武 洋匡・だいじょうぶ３組石持 浅海・見えない復讐

山崎 直子・瑠璃色の星梁 石日・めぐりくる春

山西 英希・いちばんうまくなる少年野球橋本 治・リア家の人々

≪ 絵 本 ≫高杉 良・新・青年社長（上･下）

片山 健・のまどくん羽生 善治・自分の頭で考えるということ

なばた としたか・こびとづかん五木 寛之・僕が出会った作家と作品

降矢 なな・ナミチカのきのこがり樋口 進・小説家たちの休日

長谷川 義史・だじゃれ日本（にっぽん）一周まど みちお・逃げの一手

≪ 郷 土 ≫瀬戸内 寂聴・寂聴・生き方見本

平林 都・平林都の接遇道２（極意編）王 貞治・頑固のすすめ

徳永 進・こんなときどうする？北 杜夫・マンボウ家の思い出旅行

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。
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自
分
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食
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講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講

村
づ
く
り
講
座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座

今
年
度
の
新
講
座「
元
気
の
で
る
村
づ

く
り
講
座
」
を
９
月

日
、
開
催
し
ま
し

24

た
。こ

の
講
座
は
、小
林
町
長
２
期
目
の
目

玉
事
業
と
し
て
、
村
づ
く
り
を
考
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
村
づ
く
り
へ
の
関
わ
り
方
の

糸
口
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
、各
集
落
の

活
性
化
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
開
講

し
た
も
の
で
す
。

第
1
回
目
の
今
回
は
、
ま
ず
、
小
林
町

長
に
「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
」
を
述
べ

て
い
た
だ
き
、鳥
取
県
総
務
部
県
民
課
主

幹

佐
田
久
雅
久
さ
ん
に「
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
と
草
の
根
自
治
」と
題
し
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
住
民
は
主
権
者
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
に
関
わ
り
を
持
つ
の
は
当
然
、

行
政
と
同
じ
よ
う
に
住
民
の
力
も
大
切

で
す
。地
域
の
維
持
発
展
に
つ
い
て
真
剣

に
立
ち
向
か
う
姿
勢
が
必
要
」な
ど
と
お

話
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、

月

日
（
金
）
夜
７
時

11

19

30

分
か
ら「
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
事
例

い

き
い
き
国
英
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」（
講
師

国
英
地
区
公
民
館
長

竹
内
宗
宏
氏
）

の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

恒
例
の
寿
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
９
月

日
、
開
催
し
ま
し
た
。
曇
り
空
の
も
と
、
参
加
者

30
名
が
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
、笑
い
声

51の
絶
え
な
い
和
や
か
な
大
会
で
し
た
。

優
勝

森
本
幸
子
さ
ん

２
位

谷
口
裕
子
さ
ん

３
位

浮
世
恵
子
さ
ん

ブ
ー
ビ
ー
賞

田
島
サ
カ
エ
さ
ん

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

大
久
保
民
雄
さ
ん

小
林

道
子
さ
ん

奈
羅
尾
政
恵
さ
ん
（
２
）
谷
口
裕
子
さ

ん
（
２
）
森
本
幸
子
さ
ん

山
根
豊
子
さ
ん

土

居
卯
一
郎
さ
ん

浮
世
恵
子
さ
ん
（
２
）
林
田
和
暢

さ
ん
（
２
）
藪
田
美
恵
子
さ
ん

門
村
宣
子
さ
ん

苦
も
楽
も
味
わ
い
な
が
ら
生
き
て
い
る

竹
口

清
信

人
生
は
な
ん
ど
舐
め
て
も
塩
辛
い

藤
原

鬼
桜

秋
め
い
て
新
酒
味
わ
う
時
を
待
つ

岡
崎

彰
夫

俳

句

（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

も
う
刈
っ
て
欲
し
と
ば
か
り
の
稲
穂
か

な

西
尾

青
雨

香
の
失
せ
し
匂
ひ
袋
や
夏
終
る

谷
口

裕
子

う
す
れ
た
る
屋
号
な
つ
か
し
古
団
扇

中
村

節
枝

大
地
に
も
心
に
も
沁
む
喜
雨
来
る

山
根

里
江

仕
事
終
へ
皆
の
寄
り
き
し
冷
へ
西
瓜

坂
口

仲
子

俳

句

（
鶴
尾
句
会
）

夕
月
夜
寮
の
灯
り
に
ギ
タ
ー
の
音

山
本

小
品

こ
っ
ぽ
り
と
山
も
棚
田
も
霧
の
中

岡
田
よ
し
子

秋
明
菊
風
の
形
に
活
け
ら
る
る

田
島

富
子

濃
き
紅
茶
入
れ
て
夜
長
を
迎
へ
け
り

谷
口

裕
子

さ
さ
や
か
な
祝
賀
の
集
ひ
金
木
犀

盛
田

紘
子

農
作
業
終
へ
て
芋
煮
を
囲
み
け
り

竹
本

光
子

川

柳

（
さ
く
ら
吟
社
）

老
い
て
な
お
食
を
味
わ
う
歯
を
磨
く

植
田
み
の
る

祭
り
好
き
親
子
三
代
血
が
騒
ぐ

車
井

信
恵

地
蔵
さ
ん
暑
い
暑
い
と
歩
き
出
す

門
村

千
代

太
陽
が
二
つ
あ
る
よ
な
夏
が
過
ぎ

蔵
本

悦
子

猛
暑
に
も
萩
は
し
ず
か
に
花
を
つ
け

中
田

房
江

笑
う
こ
と
暮
ら
し
の
中
の
潤
滑
油

茗
荷

き
み

お
説
教
老
い
て
味
わ
い
深
く
な
る

盛
田

夢
路

赤
と
ん
ぼ
群
れ
て
ス
イ
ス
イ
秋
を
知
る

石
岡
せ
つ
子

真
夜
中
に
考
え
て
い
る
五
七
五

西
谷

幸
子

二
本
の
足
で
歩
け
る
こ
と
に
感
謝
し
て

土
岐

昌
子

苦
も
楽
も
味
わ
っ
て
こ
そ
旨
い
酒

谷
口

史
子

お
祭
り
も
盆
も
休
め
ぬ
介
護
の
日

永
原

昌
鼓

今
日
も
ま
た
畑
の
見
ま
わ
り
元
気
付
く

藤
原
美
智
恵

仏
で
も
貧
乏
す
れ
ば
鬼
に
な
る

盛
田

康
秋

自
販
機
の
釣
り
が
な
い
の
に
指
を
入
れ

中
島

寿
道

郷

土

文

芸

寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿
杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯

ググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググ
ララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララ
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ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

第第
６
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大

第
６
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学学
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高高高高高高高高高高高高高高
血血血血血血血血血血血血血血
圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧

高
血
圧
ををををををををををををををを

予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防
すすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるる
たたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめ

予
防
す
る
た
め
ににににににににににににににに

取
基
準
２
０
１
０
」
で
は
、
食
塩

の
摂
取
目
標
量
が
変
わ
り
ま
し

た
。
今
ま
で
は
１
日

ｇ
未
満
を

10

目
標
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
成
人

男
性
は
９
ｇ
未
満
、
成
人
女
性
は

７
・
５
ｇ
未
満
と
な
り
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
、
塩
分
を
ひ
か
え
る

た
め
の
食
事
を
見
な
お
し
、
習
慣

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

塩
分
を
ひ
か
え
る
た
め
に

～
食
べ
方
の
工
夫
～

煙
漬
け
物
は
控
え
め
に

梅
干
し
１
個
で
約
２
ｇ
、
た
く

あ
ん
２
切
れ
で
1
・
1
ｇ
の
塩

分
煙
め
ん
類
の
汁
は
残
し
ま
し
ょ
う

全
部
残
せ
ば
２
～
３
ｇ
の
減
塩

に
な
り
ま
す

煙
食
材
に
あ
る
う
ま
味
を
い
か
し

て
調
味
料
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

煙
塩
、
し
ょ
う
ゆ
を
か
け
る
の
は

味
を
確
か
め
て
か
ら
に
し
ま

し
ょ
う

煙
外
食
や
加
工
食
品
は
控
え
め
に

意
外
に
塩
分
が
多
い
も
の
で
す

煙
香
味
や
酸
味
な
ど
を
利
用
し
ま

し
ょ
う

低
塩
で
も
お
い
し
く
た
べ
ら
れ

ま
す

高
血
圧
は
身
近
な
生
活
習
慣

病
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
自
覚
症
状

が
あ
ま
り
な
い
の
で
見
す
ご
さ

れ
が
ち
で
す
。
高
血
圧
と
指
摘
さ

れ
た
人
だ
け
で
は
な
く
、
年
齢
と

と
も
に
動
脈
硬
化
が
す
す
む
の

で
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
、
命

に
関
わ
る
病
気
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

血
圧
が
高
く
な
る
原
因
に
は

塩
分
の
摂
り
す
ぎ
、
肥
満
、
運
動

不
足
、
喫
煙
、
飲
酒
、
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
高
血
圧
と
言
わ
れ

る
前
に
、
予
防
の
た
め
に
も
ふ
だ

ん
か
ら
生
活
習
慣
を
見
な
お
し
、

う
す
味
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、「
日
本
人
の
食
事
摂

日

時
１
回
目

月

日
（
金
）

11

26

９
：

～

：

30

14

30

２
回
目

月

日
（
月
）

12

13
：

～

：

10

00

14

00

場

所

若
桜
町
公
民
館

対
象
者

～

歳
代
の
男
女

40

70

※
特
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
備
群
や
予
防
に
関

心
の
あ
る
住
民

※
す
で
に
高
血
圧
の
治
療
中
の

方
は
対
象
外
で
す

内

容

講
義
・
調
理
実
習
・
運

動
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン

タ
ー
緯
（

）
２
２
１
４
ま
で

82

高高高高高高高高高高高高高高高高
血血血血血血血血血血血血血血血血
圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧
予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防
のののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめ
のののののののののののののののの

高
血
圧
予
防
の
た
め
の
講講講講講講講講講講講講講講講講講

習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののの
開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

習
会
の
開
催
に
つ
い
ててててててててててててててててて

（（（（（（（（（（（（（（（（
おおおおおおおおおおおおおおおお
しししししししししししししししし
らららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせ

（
お
し
ら
せ
）））））））））））））））））

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

健
や
か
に
育
て
る
の
は
親
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域
で
見
守
り
、

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
を
見
つ
け
た
ら
た
め
ら
わ
ず
、

児
童
相
談
所
や
若
桜
町
保
健
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連

絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う

に
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
く
ば
り
」

「
気
く
ば
り
」
で
虐
待
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
あ
な
た
」
か
ら
の
連

絡
が
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

若
桜
町
で
は
子
ど
も
に
関
係
す

る
様
々
な
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
を
手
厚
く
見
守

れ
る
よ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、子
育
て
中
の
悩
み
が
あ
れ

ば
、お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
自
身
も
つ

ら
い
も
の
で
す
。
お
気
軽
に
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

保
健
セ
ン
タ
ー

（
若
桜
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
事
務
局
）

緯
（

）
２
２
１
４

82

hokenc@
town.wakasa.tottori.jp

メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

見
す
ご
す
な

幼
い
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

11

カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む

野
菜
を
摂
り
ま
し
ょ
う

野
菜
や
果
物
に
含
ま
れ
る
カ
リ

ウ
ム
に
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
食
塩

の
成
分
）
を
体
の
外
へ
出
し
、
血

圧
が
上
が
る
の
を
防
ぐ
は
た
ら
き

が
あ
り
ま
す
。
火
を
通
す
と
た
く

さ
ん
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

厚厚生労働省啓発用ポスターよ厚生労働省啓発用ポスターよりり
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今月の言葉 たかめよう 垣根をこえた 人権意識
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体
が
健
康
で
、
と
く
に
運
動
能
力
が
お
と
ろ

え
な
い
こ
と
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
こ
と
、
い

い
仲
間
が
い
る
こ
と
、
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
老
後
の
幸
福
と
か
か

わ
り
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

体
の
機
能
は
、
使
用
し
な
い
と
ど
ん
ど
ん
衰

退
し
ま
す
。

ま
ず
歩
く
こ
と
、
指
先
を
含
め
て
、
体
全
体

を
よ
く
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

単
調
で
受
け
身
的
な
生
活
を
続
け
、
自
ら
判

断
し
て
行
動
す
る
こ
と
の
少
な
い
状
態
が
続

く
と
認
知
症
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

機
敏
に
判
断
す
る
こ
と
、
現
実
的
な
思
考
力

を
維
持
し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
室
内
ゲ
ー

ム
な
ど
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
仕
事
で
も
趣
味
で
も
自
分
が
面
白

い
と
思
う
も
の
を
も
ち
、
そ
れ
が
心
の
支
え
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 「単調で受け身の

生活をしない」

同和対策事業の具体的な取り組みを知り、部落差別を
解消しようとする意欲や姿勢を育てることを目的とし
て、10月15日に若桜中学校の３年生34人が高野老人憩の
家で現地学習をしました。岡本隣保館長に若桜町におけ
る同和対策事業や、今かかえている課題などについて説
明を聞き、道路の拡幅工事や、急傾斜地など改良工事の
現地を確認しました。
この現地での学習を通して学んだ知識を活かし、人を
差別しない、心豊かな人に育ってほしいと願います。

９月30日に「健康づくり・人づくりの会」の方を対象に高野憩の家で伝達講習会を行いました。
ビタミンC・食物繊維がたっぷりの手軽にできる広島風お好み焼き・レンコン団子汁を計画しました。参

加者16名で、３班に分かれ、あれこれ
相談しながら２時間あまりで出来上
がりました。
会食では広島風お好み焼きが大人

気でした。
食後は、日ごろからバランスのと

れた食事を心がけるようにして、自
分の健康は自分で守るということを
確認しあい、楽しく有意義な時を過ご
しました。

中学生の現地学習

広広島風お好み焼き・レンコン団子広島風お好み焼き・レンコン団子汁汁楽しくお料理する参加楽しくお料理する参加者者

現地学習に訪れた若桜中学現地学習に訪れた若桜中学生生

健康づくり・人づくりの会


